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４月７日、町内の小学校で入学式が行われ、４月７日、町内の小学校で入学式が行われ、

140 人が小学生の仲間入りをしました。140 人が小学生の仲間入りをしました。

（写真は、下結城小学校での様子）（写真は、下結城小学校での様子）

主な内容主な内容

◎令和４年度予算の執行状況・・・２ページ◎令和４年度予算の執行状況・・・２ページ

◎議会だより No.189　 ・・・14 ～ 21 ページ◎議会だより No.189　 ・・・14 ～ 21 ページ
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会計別 予算額
歳入 歳出

収入済額 執行率 支出済額 執行率
国民健康保険 30 億 9,673 万円 26 億 3,867 万円 85.2% 25 億 8,155 万円 83.4%
後 期 高 齢 者 2 億 4,655 万円 2 億 4,721 万円 100.3％ 2 億 1,871 万円 88.7%
介 護 保 険 19 億 5,317 万円 19 億 4,290 万円 99.5% 16 億 2,185 万円 83.0%
中央土地区画 8,222 万円 7,617 万円 92.6% 6,598 万円 80.2%
農業集落排水 2 億 9,629 万円 2 億 9,267 万円 98.8% 2 億 6,204 万円 88.4%
下 水 道 4 億 9,791 万円 3 億 6,950 万円 74.2% 4 億　  28 万円 80.4%
合 計 61 億 7,287 万円 55 億 6,712 万円 90.2% 51 億 5,041 万円 83.4%

区分 予算額 執行額 執行率
収益的収入 5 億 1,702 万円 4 億 6,611 万円 90.2%
収益的支出 3 億 8,957 万円 2 億 1,849 万円 56.1%
資本的収入 0 円 0 円 -
資本的支出 7 億 2,784 万円 6 億 2,233 万円 85.5%

町
で
は
、
皆
さ
ん
に
町
の
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

予
算
概
要
や
決
算
な
ど
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
、
令
和
４
年
度
（
令
和
５
年
３
月

31
日
現
在
）
予
算
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
の
会
計
に
は
出
納
整
理
期
間
が
あ
り
、
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
お
金
の
出
し
入

れ
を
し
ま
す
。
最
終
的
に
は
、
こ
の
数
値
を
も
と
に
決
算
を
取
り
ま
と
め
、
最
終
決
算
の
数

値
と
し
て
公
表
し
ま
す
。

※
本
文
お
よ
び
図
表
な
ど
は
、
千
の
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
。
合
計
な
ど
の
数
値
に
若
干
の
誤
差
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
予
算
の
執
行
状
況

一般会計 予算額　95 億 7,735 万円

特別会計

〇歳入（収入済額）93 億 4,034 万円（執行率 97.5%）

〇歳出（支出済額）85 億 3,807 万円（執行率 89.1%）

水道事業会計

・土地　　　　  687,169㎡（道路、河川は含まない）

・建物　　　　　 69,050㎡
・基金　　49 億 3,872 万円

113 億 6,920 万円
（特別会計を含む）

内　訳
一般会計　　　　

66 億 6,821 万円
　　内  臨時財政対策債

38 億　461 万円
　中央土地区画整理事業会計

2 億 6,719 万円
　農業集落排水事業会計

　　　19 億 2,704 万円
　下水道事業会計　　　

　　　24 億　476 万円
　水道事業会計

　　　　　１億　200 万円

町民 1 人が納めた町税 　　                  13 万 5,411 円
1 世帯が納めた町税                              35 万 9,200 円
町民 1 人に使われた予算　（一般会計）      40 万 3,596 円
1 世帯に使われた予算　　（一般会計）    107 万　605 円

町有財産・基金の状況

町債現在高

町民 1 人・1 世帯当たりの状況

※町が特定の事業を行う場合、一般会計と区分して経理するものです。

問い合わせ　財務課財政係（内線３１２０）

(
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1 億 5,107 万円

28億 6,462 万円
19 億 6,114 万円

7億 5,275 万円

12 億 4,904 万円

5億　112 万円

1億　961 万円

13 億 3,505 万円

1億 6,878 万円
2億 4,716 万円

26 億　363 万円

6億 5,907 万円

25 億 8,436 万円

5億 8,791 万円

5億 8,006 万円

4 億 8,936 万円

5億 5,087 万円

4億 8,281 万円
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区分 実施機関 請求件数
公開（開示）した情報の内訳

不服申立件数
公開件数 一部公開件数 非公開件数

情報公開

町 長 ５ ４ １ ０ ０

議 会 ０ ０ ０ ０ ０

教 育 委 員 会 １ ０ １ ０ ０

選挙管理委員会 ０ ０ ０ ０ ０

個人情報 町 長 １ １ ０ ０ ０

令和４年度情報公開・個人情報保護制度の実施状況
令和４年度における情報公開制度・個人情報保護制度の実施状況をお知らせします。

閲覧日 閲覧者氏名・住所 利用目的の概要 閲覧に係る選挙人の範囲

令和４年８月４日
株式会社日本リサーチセンター
代表取締役　杉原領治
東京都墨田区江東橋 4-26-5

民主主義と選挙に関する
世論調査の対象者抽出の
ため

第１～第４投票区に
在住する有権者

令和４年度選挙人名簿抄本の閲覧状況
令和４年度の選挙人名簿抄本の閲覧状況について、公職選挙法第 28 条の 4第 7項および公職選挙法施行規則第 3条の 4の規
定により公表します。なお、在外選挙人名簿抄本については、閲覧の申し出がありませんでした。

問い合わせ　総務課総務法制係（内線３２２０）

就任のごあいさつ
　４月１日付で副町長に就任いたしました。
　私は、他自治体で長らく地方公務員として勤務していました。
就任に当たり、町長から「長年の行政経験を活かし、職員のよ
き相談相手になるように」との指示を受けております。
　まちづくりの基本は「ひとづくり」であり、職員の成長こそが、
ひいては住民福祉の向上に繋がるものと思っております。職員
が常に高いモチベーションを維持しながら、それぞれが抱える
課題解決に向けて、前向きに取り組めるように力を注ぎたいと
思っております。
　めまぐるしく変化する時代の中で、最新の情報を入手しなが
ら、かつ、八千代町の良さを生かしつつ、「ともにつむぎひびき
あう協奏のまち」実現に向けて、職員の先頭に立って尽力する
覚悟でおりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

この度、教育長に就任しました関篤でございます。
　現在は、予測困難な時代であり、変化の激しい社会です。この
ような時代を生き抜いていくには、『生きる力』を子どもたちに
身に付けさせていかなければなりません。
　学校教育においては、次の３つの力を育成していくことが必要
と考えます。１つ目は、何事にも進んでチャレンジし、目標に向
かって取り組む力『意欲』です。２つ目は、他人を尊重し、協調
していく心と感謝の心をもつ『思いやり』です。３つ目は、健や
かな心身と自分の命は自分で守るという意識『命』です。
　さらに、郷土を愛し、郷土のために尽くす人財を育む『愛郷無
限』の精神をベースとし、「未来につなぐ、八千代人を育むまち」
を目指してまいります。
　八千代町教育の充実、発展に努力していく所存です。町民の皆
様の学校教育へのなお一層のご理解、ご協力、ご支援をお願い申
し上げます。

４月１日付で新たに副町長と教育長が就任しました。

副町長　　木
き

瀬
せ

誠
まこと

教育長　　関
せき

篤
あつし
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広告

詳細はこちら

茨城県結城郡八千代町菅谷502番地1
ＴＥＬ ０２９６－４８－２３１１
E-mail sawaki-k@swk-g.co.jp
ＵＲＬ swk-g.co.jp

茨城県知事登録旅行業 第２－３１４

お申し込み・お問い合わせ
電話受付：平日9：00～18：00

見て･触れて･味わって、大人も子供も楽しめる 「こんにゃくパーク」

ﾁｮｺﾚｰﾄ工場を店内からｶﾞﾗｽ越しに見学できる「軽井沢ﾁｮｺﾚｰﾄﾌｧｸﾄﾘｰ」

昼食は名物信州そば・牛肉と豆腐ｽﾃｰｷの陶板焼き御膳

旅行代金
（おひとり様）

出発日：５月２０日（土）・１０,０００円（税込）

コース

八千代町７：００発～こんにゃくﾊﾟｰｸ～佐久平ﾌﾟﾗｻﾞ21～軽井沢ﾁｮｺﾚｰﾄﾌｧｸﾄﾘｰ～軽井沢ﾌﾟﾘﾝｽｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾌﾟﾗｻﾞ～八千代１９：２０頃
着

【代金には貸切バス代・昼食代が含まれます 】
※自社バス（サワキ観光バス）バスガイト同行・最少催行人員２５名

お申し込みは新型コロナワクチン3回接種済者
及び陰性証明書をご提示の方に限ります。

美しく豊かな自然に包まれたﾘｿﾞｰﾄ型ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾓｰﾙ「軽井沢ﾌﾟﾘﾝｽｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾌﾟﾗｻﾞ」

※写真はイメージです

令和５年度行政区長・副区長合同会議を開催

令和５年度行政区長・副区長一覧
行政区 区長名 副区長名 行政区 区長名 副区長名

仁 江 戸 東 髙　野　洋　一 大　島　一　男
瀬 戸 井 髙　嶋　　　尚

生　井　　　猛
仁 江 戸 西 高　野　　　実 大　島　好　男 野　口　　　栄
粟 野 小　林　好　央 堀　　　富四郎 兵 庫 沼 端 照　内　　　篤 渡　辺　一　三
片 角 生　井　國　雄 廣　瀬　義　明 前 田 小　林　　　誠 中　山　正　一
中 野 黒　川　　　勝 稲　葉　　　眞 高 野 沼　田　光　一　 木　村　　　豊
苅 橋 坂　從　正　実 保　科　一　男 伊 勢 山 大久保　誠　之 湯　本　明　雄
東 大 山 草　間　清　一 倉　持　栄　芳 根 ノ 谷 大久保　正　敏 上　竹　文　夫
太 田 古　德　武　男 山　口　　　勇 菅 谷 西 石　塚　誠一郎 北　野　和　已

若 金久保　照　夫 石　塚　茂　樹 西 大 山 幸　田　　　泉 爲我井　庄　一
沼 森 山　口　　　茂 小　竹　茂　美

塩 本 大　森　尚　樹
青　木　東　洋

貝 谷 塚　原　　　渥 鈴　木　完　造 阿久津　秀　人
川 尻 鈴　木　一　男 鈴　木　　　忠 下 山 川 髙　﨑　　　隆 古　澤　　　泉
今 里 阿　部　愼　介 山　口　正　一 粕 礼 小　森　　　清 須　藤　芳　浩
本 郷 小　竹　　　剛 野　中　　　勤 本 田 宮　本　　　雄 大　里　真　弘
蕗 田 高　橋　正　雄 青　木　貞　夫 前 山 宮　本　　　功 　　田　浩　幸
東 蕗 田 青　木　喜　栄 桃　田　泰　司 松 山 野　口　　　浩 古　谷　勝　則
新 地 相　田　誠　一 塚　田　義　和 天王木番田 古　谷　秀　雄 大　里　清　作
福 岡 木　村　幸　夫 飯　倉　浩　行 築 越 六 軒 松　岡　重　光 峯　　　智　道
栗 山 小　竹　民　男 飯　岡　克　己 二 ツ 釜 荒　井　眞　治 宮　本　和　彦
尾 崎 青　谷　清　一 遠　藤　定　次 道 前 六 保 大　里　君　子 松　村　　　勇
大 間 木 堤　　　伸　男 堤　　　　　忠 平 塚 新 田 宮　本　正　美 河　口　　　努
芦ケ谷新田 金　子　　　実 井　桁　富美雄 水 口 斉　藤　　　実 大久保　　　誠
舟 戸 秋　葉　俊　彦 平　岡　　　正 松 本 生　井　　　隆 青　木　寿　夫
仲 坪 中　村　善　一 生　井　正　光 久 下 田 太　田　常　明 松　永　貞　良
山 ノ 神 髙　橋　正　男 秋　葉　貞　夫 新 井 井　上　文　彦 矢　中　　　亨
神 山 染　野　昭　彦 須　澤　裕　幸 八 町 杉　田　健　治 杉　田　政　夫

磯 岩　坂　　　正 大　竹　芳　明 袋 大　山　正　巳 大　山　博　士
村 貫 東 石　川　　　衛 竹　垣　正　一 野 爪 上　野　勝　好 湯　本　　　栄
村 貫 西 椎　名　　　聡 竹　垣　好　彦 坪 井 服　部　至　朗 櫻　井　　　清
佐 野 東 西　村　　　光 為我井　勇　一 高 崎 渡　辺　勝　男 相　澤　信　男
佐 野 西 爲我井　仁　司 爲我井　　　嘉 大 渡 戸 宮　本　　　保 荒　木　克　巳
※◎は区長親和会会長、副区長会会長
〇は区長親和会副会長、副区長会副会長

大 里 柴　　　静　男 柴　　　隆　夫
小 屋 守　　　　　弘 倉　持　公　男

　４月 8 日、総合体育館で全行政区の区長・副区長を対象とした合同会
議を開催しました。野村町長から代表者に委嘱書が交付され、町の施策
や事業について情報共有を図りました。

◎

◎

〇

〇

〇

〇

〇
〇

　　田　浩　幸
宮　本　　　雄

彦
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４
月
１
日
付
で
、
町
職
員
お
よ

び
小
中
学
校
職
員
の
人
事
異
動
が

あ
り
ま
し
た
。

〇
退
職
（
３
月
31
日
付
）

□
大
里
斉
（
総
務
部
長
）
□
富
永

浩
（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

□
川
村
俊
之
（
議
会
事
務
局
長
）

□
宮
本
正
巳
（
都
市
建
設
課
長
）

□
古
橋
ゆ
か
り
（
生
涯
学
習
課
主

査
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
）
□
粟

野
優
奈
（
戸
籍
住
民
課
主
事
）
□

横
島
は
る
か（
健
康
増
進
課
主
事
）

〇
異
動
（
４
月
１
日
付
）

◆
秘
書
公
室

□
公
室
長
／
馬
場
俊
明
（
企
画
財

政
部
長
）

■
秘
書
課

□
課
長
／
市
村
隆
男

（
福
祉
課
長
）
□
課
付
課
長
／
飯

ケ
谷
智
巳
（
秘
書
課
長
）

◆
総
務
部

□
部
長
／
宮
本
克
典
（
秘
書
公
室

長
）

◆
町
民
く
ら
し
の
部

□
部
長
／
古
沢
朗
紀（
税
務
課
長
）

■
税
務
課

□
課
長
／
岩
坂
信
幸

（
国
保
年
金
課
長
）

■
戸
籍
住
民
課

□
課
長
／
高
橋

美
由
紀
（
戸
籍
住
民
課
長
補
佐
兼

戸
籍
係
長
）

■
環
境
対
策
課

□
課
長
／
井
上

敦
之
（
環
境
対
策
課
付
課
長
）
□

課
付
課
長
／
須
澤
晃
（
都
市
建
設

課
長
補
佐
兼
区
画
整
理
係
長
）

■
国
保
年
金
課

□
課
長
／
諏
訪

敦
史
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

◆
保
健
福
祉
部

■
福
祉
介
護
課

□
課
長
／
野
中

清
昭
（
健
康
増
進
課
長
兼
ワ
ク
チ

ン
接
種
対
策
室
長
）

■
こ
ど
も
家
庭
課

□
課
長
／
生

井
億
之
（
長
寿
支
援
課
長
）

■
健
康
増
進
課

□
課
長
／
永
瀬

修
（
戸
籍
住
民
課
長
）

◆
産
業
建
設
部

■
農
政
課

□
課
長
︻
兼
務
︼
／

山
崎
浩
司
（
産
業
振
興
課
長
兼
土

地
改
良
係
長
）

■
産
業
振
興
課

□
課
長
／
瀬
崎

清
一
（
生
涯
学
習
課
長
）

■
都
市
建
設
課

□
課
長
／
秋
葉

通
明
（
環
境
対
策
課
長
）

◆
会
計
課

□
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
／
大

林
伸
光
（
産
業
振
興
課
付
課
長
）

◆
議
会
事
務
局

□
局
長
／
飯
岡
勝
利
（
ふ
る
さ
と

納
税
課
長
）

◆
農
業
委
員
会
事
務
局

□
局
長︻
兼
務
︼／
山
崎
浩
司（
産

業
振
興
課
長
兼
土
地
改
良
係
長
）

◆
教
育
部

□
部
長
／
小
林
由
実
（
教
育
次
長

兼
学
校
教
育
課
長
）

■
学
校
教
育
課

□
課
長
／
関
和

之
（
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）

■
生
涯
学
習
課

□
課
長
／
初
沢

孝
（
消
防
交
通
課
長
補
佐
兼
消
防

係
長
）

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

□
課
長
／

安
江
薫
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長

補
佐
兼
庶
務
係
長
）

〇
新
規
採
用

□
こ
ど
も
家
庭
課
主
事
／
佐
藤
大

地
□
戸
籍
住
民
課
主
事
／
野
口
未

歩
□
福
祉
介
護
課
主
事
／
安
田
穂

乃
花
□
環
境
対
策
課
主
事
／
古
橋

由
規
□
健
康
増
進
課
主
事
／
加
藤

葵
□
農
業
委
員
会
事
務
局
主
事
／

高
野
寛
斗
□
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主

事
／
松
田
貴
浩

〇
退
職
（
３
月
31
日
付
）

□
中
島
洋
子
（
中
結
城
小
校
長
）

□
斎
藤
浩
二
（
川
西
小
校
長
）
□

安
達
由
利
子
（
西
豊
田
小
教
諭
）

□
小
森
一
美
（
安
静
小
教
諭
）
□

生
井
ま
さ
美
（
中
結
城
小
教
諭
）

□
中
島
え
り（
八
千
代
一
中
教
諭
）

〇
転
出
（
３
月
31
日
付
）

■
西
豊
田
小

□
校
長
／
安
藤
一

彦
（
水
海
道
小
）
□
教
諭
／
安
部

加
代
子
（
中
結
城
小
）
□
教
諭
／

渡
邊
理
恵
子
（
養
蚕
小
）
□
教
諭

／
河
内
美
帆
（
三
妻
小
）

■
安
静
小

□
教
諭
／
舘
野
雄

（
結
城
南
中
）
□
養
護
教
諭
／
松

橋
紀
子
（
絹
川
小
）
□
主
任
／
樋

口
瑛
美
（
豊
田
小
）

■
中
結
城
小

□
教
諭
／
田
神
和

子
（
西
豊
田
小
）
□
教
諭
／
平
塚

惠
子
（
川
西
小
）
□
教
諭
／
浅
野

浩
一
（
安
静
小
）
□
教
諭
／
坂
本

聡
恵
（
水
海
小
）
□
栄
養
教
諭
／

佐
藤
彩
香
（
結
城
南
中
）

■
下
結
城
小

□
教
頭
／
西
野
い

づ
み
（
宗
道
小
校
長
）
□
教
諭
／

栗
原
信
雄
（
長
須
小
教
頭
）
□
教

諭
／
高
橋
恵
子
（
下
妻
小
）

■
川
西
小

□
教
諭
／
篠
山
美
香

（
下
結
城
小
）

■
東
中

□
教
頭
／
瀬
出
井
啓

（
宗
道
小
）
□
教
諭
／
佐
川
琢
哉

（
中
川
小
）

■
八
千
代
一
中

□
校
長
／
小
林

栄
司
（
県
西
教
育
事
務
所
）
□
教

諭
／
坂
入
真
歩
（
嘉
田
生
崎
小
）

□
教
諭
／
井
上
順
子（
下
館
南
中
）

□
教
諭
／
鈴
木
翔
（
結
城
西
小
）

■
八
千
代
町
教
育
委
員
会
□
指
導

主
事
／
長
堀
敬
志
（
千
代
川
中
）

〇
転
入
（
４
月
１
日
付
）

学

校

■
西
豊
田
小

□
校
長
／
沢
木
滋

（
上
妻
小
）
□
教
諭
／
伊
澤
芳
美

（
城
南
小
）
□
教
諭
／
田
神
和
子

（
中
結
城
小
）
□
教
諭
／
大
山
幹

夫
（
石
下
中
）
□
教
諭
／
小
林
陽

菜
（
新
規
採
用
）

■
安
静
小

□
教
諭
／
深
谷
恵
美

子
（
下
妻
小
）
□
教
諭
／
浅
野
浩

一
（
中
結
城
小
）
□
養
護
教
諭
／

飯
島
綾
子
（
岩
瀬
東
中
）
□
係
長

／
増
田
み
ゆ
き
（
岩
井
二
小
）

■
中
結
城
小

□
校
長
／
仲
田
郁

夫
（
水
戸
教
育
事
務
所
）
□
指
導

教
諭
／
安
部
加
代
子（
西
豊
田
小
）

□
教
諭
／
中
川
文
雄（
下
館
西
中
）

□
教
諭
／
佐
藤
友
架（
新
規
採
用
）

■
下
結
城
小

□
教
頭
／
大
里
友

美
（
森
戸
小
）
□
教
諭
／
百
目
鬼

明
（
河
間
小
）
□
教
諭
／
篠
山
美

香
（
川
西
小
）
□
教
諭
／
上
原
玉

絵
（
結
城
南
中
）

■
川
西
小

□
校
長
／
根
本
亮
平

（
三
の
丸
小
）
□
教
諭
／
平
塚
惠

子
（
中
結
城
小
）

■
東
中

□
教
頭
／
宮
田
大
輔

（
県
生
活
文
化
課
）
□
教
諭
／
大

月
裕
貴
（
中
川
小
）

■
八
千
代
一
中

□
校
長
／
田
神

昭
（
三
和
北
中
）
□
教
諭
／
加
藤

夏
未
（
新
規
採
用
）

■
八
千
代
町
教
育
委
員
会

□
指

導
主
事
／
大
塚
珠
世
（
東
部
中
）

□
社
教
主
事
／
増
田
靖（
中
央
小
）

役

場
（

）
内
前
職

※
異
動
は
管
理
職
の
み
掲
載
し

て
い
ま
す
︒

人
事
異
動



広報やちよ№ 763　2023.5 月号　　　6

令和５年度八千代町消防団幹部
（敬称略）

職 名 氏 名 行政区
団 長 沢　木　清　司 高　野
副 団 長 渡　邉　利　明 久下田
副 団 長 沢　木　里　支 高　野
指 導 長 生　井　英　公 佐野東
指 導 員 杉　田　敏　博 高　野
指 導 員 岩　田　　　大 太　田
指 導 員 爲我井　一　城 佐野東
指 導 員 赤　塚　智　史 太　田
第１分団長 中　川　俊　幸 粟　野
第２分団長 大久保　一　幸 太　田
第３分団長 廣　瀬　秀　月 瀬戸井
第４分団長 青　木　裕　哉 磯
第５分団長 大　里　泰　雅 本　田
第６分団長 嶌　田　俊　之 久下田
第７分団長 廣　瀬　裕　一 高　野

３
月
26
日
、
八
千
代
町
消

防
団
（
沢
木
清
司
団
長
）
の

令
和
５
年
度
辞
令
交
付
式
が

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
沢
木
団
長
は
、
退
団
す

る
13
人
と
新
た
に
入
団
す
る

16
人
、
役
職
異
動
者
14
人
へ

の
辞
令
を
本
部
お
よ
び
各
分

団
長
に
手
渡
し
、
退
団
す
る

団
員
へ
の
感
謝
と
新
入
団
員

へ
の
激
励
の
言
葉
を
訓
示
と

し
て
述
べ
ま
し
た
。
交
付
式

終
了
後
に
は
規
律
訓
練
も
あ

わ
せ
て
行
わ
れ
、
新
入
団
員

は
指
導
員
か
ら
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
服
装
の
点
検
、

号
令
の
か
け
方
、
敬
礼
な
ど

の
基
本
姿
勢
を
学
び
ま
し
た
。

令和５年度
八千代町消防団辞令交付式を開催

広告

会場 八千代町民公園
※お申込みは
サービス会加盟店へ

満点カードで
憩遊館のお風呂に
入れるように
なりました！

めざそう　住みよい　まちづくり
八千代町の行政相談委員を紹介します

令和５年４月１日付で総務大臣から委嘱を受けた
八千代町行政相談委員【新任】

荒井健雄さん（兵庫沼端）
電話番号：0296-30-2755

行政相談委員は、町民の相談相手として行政に関する
要望や相談などを受け付け、その解決のための活動をし
ています。相談料無料、秘密厳守で応じますので、お気
軽にご相談ください。

【 相 談 日 】　 ７月 11 日（火）、９月 12 日（火）、
　 　 　 　   12 月 12 日（火）午前９時～正午

【 場 所 】　中央公民館１階談話室

総務省茨城行政監視行政相談センター（相談専用ダイヤ
ル 0570-090110）でも相談を受け付けていますので、
ご利用ください。

問い合わせ　総務課総務法制係（内線３２２０）

宣誓書を読み上げる新入団員代表（左）
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町公式アプリを登録すると、
町公式 SNS が簡単に見ること
ができます。 iPhone 版 Android 版

Topicsまちの話題

トークショーを行う渡辺さん（右）と亀さん（左）

３
月
18
日
、
中
央
公
民

館
で
令
和
４
年
度
芸
術
文

化
普
及
事
業
と
し
て
映
画

「
祈
り
︱
幻
に
長
崎
を
想

う
刻
︱
」
の
上
映
会
を
開

催
し
ま
し
た
。上
映
後
は
、

脚
本
家
の
渡
辺
善
則
さ
ん

と
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
亀

和
夫
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
映
画

に
込
め
た
非
戦
の
思
い
や

制
作
当
時
の
裏
話
な
ど
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

長
崎
の
原
爆
被
害
か
ら
の
復
興
を
描
く

映
画
上
映
会
を
開
催

野村町長に防犯ブザーを手渡す横須賀支店長（右）

３
月
29
日
、
常
陽
銀
行
八
千

代
リ
テ
ー
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
横
須
賀
匠
支
店
長
）
か
ら
、

地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て

町
に
１
７
０
個
の
防
犯
ブ
ザ
ー

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
防

犯
ブ
ザ
ー
は
、
４
月
か
ら
町

内
の
小
学
校
に
入
学
す
る
新

１
年
生
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、

横
須
賀
支
店
長
か
ら
防
犯
ブ

ザ
ー
を
受
け
取
っ
た
野
村
町

長
は
「
子
ど
も
た
ち
の
安
全
に

役
立
て
ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
身
を
守
る

常
陽
銀
行
が
防
犯
ブ
ザ
ー
を
寄
贈

目録を手渡す沢木支部長（左）

３
月
20
日
、
交
通
安
全

協
会
八
千
代
支
部
（
沢
木

健
夫
支
部
長
）
か
ら
町
に

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
20
基
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。
沢
木
支

部
長
は
「
危
険
を
意
識
し

て
も
ら
い
、
交
通
事
故
防

止
、
交
通
安
全
に
つ
な
が

れ
ば
」
と
話
し
、
野
村
町

長
は
「
町
の
安
全
・
安
心

へ
の
ご
協
力
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

町
民
の
交
通
安
全
の
た
め
に

交
通
安
全
協
会
が
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
寄
贈

安
全
な
登
下
校
に
向
け
て

Ｊ
Ａ
常
総
ひ
か
り
が
帽
子
と
傘
を
寄
贈

表彰を受けた渡邉副団長（右）

町
消
防
団
の
渡
邉
利
明

副
団
長
が
、
令
和
４
年
度

消
防
功
労
者
消
防
庁
長
官

表
彰
で
永
年
勤
続
功
労
章

を
受
章
し
、
３
月
20
日
、

役
場
町
長
室
で
表
彰
伝
達

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
渡

邉
副
団
長
は
、
平
成
２
年

に
消
防
団
に
入
団
し
、
平

成
29
年
か
ら
町
消
防
団
副

団
長
と
し
て
地
域
防
災
の

た
め
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

地
域
防
災
へ
の
貢
献
を
称
え
る

町
消
防
団
副
団
長
が
消
防
庁
長
官
表
彰
を
受
章

３
月
28
日
、
町
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
渡
邊
あ
つ
子
さ
ん

（
今
里
）
が
厚
生
労
働
大
臣
特

別
表
彰
と
全
国
民
生
委
員
児
童

連
合
会
会
長
表
彰
を
、
小
林
清

さ
ん
（
伊
勢
山
）
が
全
国
民
生

委
員
児
童
連
合
会
会
長
表
彰
を

受
け
、
役
場
町
長
室
で
表
彰
状

伝
達
式
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

表
彰
は
、
多
年
に
わ
た
り
民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
社
会

福
祉
の
推
進
に
貢
献
し
た
功
績

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

長
年
の
功
績
を
称
え
る

民
生
委
員
・
児
童
委
員
へ
の
表
彰
状
伝
達
式
を
実
施

渡邊さん（右）と小林さん（左）

寄贈された交通安全帽子と交通安全傘

３
月
22
日
、
常
総
ひ
か
り

農
業
協
同
組
合
（
堤
隆
代
表

理
事
組
合
長
）
か
ら
町
へ
交

通
安
全
帽
子
と
交
通
安
全
傘

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
寄
贈

式
で
、
堤
組
合
長
は
「
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
交
通

安
全
に
役
立
て
れ
ば
」
と
話

し
、
野
村
町
長
に
目
録
を
手

渡
し
ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ
た

帽
子
と
傘
は
、
４
月
か
ら
町

内
の
小
学
校
に
入
学
す
る
新

１
年
生
に
贈
ら
れ
ま
す
。
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広告

日野自動車 古河工場 
期間従業員大募集！！
しっかり稼げて誇れる仕事が、ここにあります。

0120-541-376

《ご予約・お問い合わせ》
日野自動車採用センター

詳細はコチラ！>>>

9:00～19:00平日 9:00～17:00　土・祝

https://www.hino-works.infoWEB

３
月
12
日
、
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で
町
地
域
子
ど
も
教
室
主

催
の
「
２
０
２
３
子
ど
も
体
験

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
だ
る
ま
落
と
し
、
折
り

紙
教
室
、
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
が
体
験
で
き
る

ブ
ー
ス
を
設
置
。ま
た
、町
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
八
菜
丸
く
ん

も
登
場
し
、
参
加
者
は
、
各
ブ
ー

ス
で
自
由
に
遊
ん
だ
り
、
八
菜
丸

く
ん
と
写
真
を
撮
っ
た
り
し
て
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
を
体
験

子
ど
も
体
験
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

町
の
春
は
く
さ
い
が
茨
城
県
青

果
物
銘
柄
産
地
と
し
て
再
指
定
を

受
け
、
３
月
24
日
、
茨
城
県
県
西

農
林
事
務
所
所
長
室
で
指
定
証
の

交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
県
西
農
林
事
務
所
の
石
寺
真

所
長
か
ら
、
春
は
く
さ
い
を
出
荷

し
て
い
る
常
総
ひ
か
り
農
業
協
同

組
合
の
倉
金
一
廣
代
表
理
事
専
務

に
指
定
証
を
交
付
。
町
の
春
は
く

さ
い
は
、
平
成
21
年
度
に
初
め
て

の
指
定
を
受
け
て
か
ら
今
回
で
５

回
目
の
再
指
定
と
な
り
ま
す
。

白
菜
の
生
産
量
全
国
一
位

町
の
春
は
く
さ
い
が
青
果
物
銘
柄
産
地
に
再
指
定

指定証交付式に出席した関係者の皆さん

五
感
で
春
を
感
じ
よ
う

Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｉ
Ｒ
О
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催

４
月
１
日
、
町
と
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
共
催
に
よ
る
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｉ
Ｒ
О

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
２
回
目
と
な
る
今
回
は
１
６
５

人
が
参
加
し
、
穏
や
か
な
春
の
日
差
し
の
も
と
、
ほ
っ
と
ラ
ン
ド
・
き
ぬ

か
ら
い
の
せ
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
ま
で
の
約
７
㎞
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。

子ども体験フェスタの様子

ウォーキングの様子

Topicsまちの話題



9　　広報やちよ№ 763　2023.5 月号

広告

広告

スポーツコーナー

スポーツ大会の結果

問：総合体育館
　　℡ 0296-48-2469

■第 44 回八千代町近隣剣道大会
〔と　き〕３月 12 日（日）
〔ところ〕八千代町総合体育館
〔主　催〕八千代町スポーツ協会、八千代町剣道連盟
〔主な結果〕

小学生低学年の部
優　勝　風見結愛
準優勝　羽子田和眞
小学生高学年の部
準優勝　上野正宗
中学生男子の部
優　勝　秋葉琉伸
中学生女子の部
準優勝　風見夢華
第３位　古谷美空
一般男子の部
優　勝　鈴木翔
準優勝　荒井健
一般女子の部
準優勝　武井加奈子

■第 40 回茨城県 YONEX 全学年シングルス大会
〔と　き〕３月 18 日（土）、19 日（日）
〔ところ〕日立市池の川さくらアリーナ
〔主　催〕茨城県小学生バドミントン連盟
〔主な結果〕

６年女子シングルス

第３位　木瀬颯希
５年決勝リーグ男子シングルス
第３位　古澤翔

■第 95 回町民ソフトボール大会
〔と　き〕３月 19 日（日）
〔ところ〕町民公園
〔主　催〕八千代町スポーツ協会、八千代町ソフトボー
ル連盟

〔主な結果〕
優　勝　根ノ谷ソフトボール
準優勝　伊勢山ソフトクラブ

■第８回 SUGAO カップ U-9 サッカー大会
〔と　き〕３月 26 日（日）
〔ところ〕宇都宮市石井緑地 NO ２
〔主　催〕SUGAO サッカークラブ
〔主な結果〕
準優勝　八千代ＳＳ

（敬称略）

広告

0296 -30 -5600

中学生男子の部で優勝した
秋葉さん

優勝した根ノ谷ソフトボールの皆さん

小学生低学年の部で優勝した
風見さん
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私
の
お
父
さ
ん
は
、
朝
早
く
か
ら
お
仕
事
し
た
り

サ
ッ
カ
ー
少
年
団
の
コ
ー
チ
を
し
た
り
し
て
い
て
と

て
も
忙
し
い
で
す
。
で
す
が
私
の
習
っ
て
い
る
バ
ス

ケ
ッ
ト
の
送
げ
い
を
し
て
く
れ
た
り
、
試
合
の
応
え

ん
に
来
て
く
れ
ま
す
。
試
合
を
見
に
来
て
く
れ
た
時

は
、
だ
れ
よ
り
も
大
き
な
声
で
応
え
ん
し
て
く
れ
て

ま
す
。
試
合
で
落
ち
こ
ん
だ
時
は
は
げ
ま
し
て
く
れ

ま
す
。
私
は
そ
ん
な
や
さ
し
い
お
父
さ
ん
が
大
好
き

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
仕
事
や
サ
ッ
カ
ー
の
コ
ー
チ

で
疲
れ
て
る
と
思
う
け
ど
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
私
の
試
合
の
応
え
ん
に
も
来
て
く
だ
さ
い
。

大 好 き な人

笑顔がいいね !♥

大
好
き
な
お
父
さ
ん

み ん な の 広 場

食いしん坊でパワ
フルな詩ちゃん♡
だーーーいすきだ
よーー！！！

父　真一さん
母　美咲さん

古
ふる

谷
や

詩
うた

ちゃん　
令和３年 10 月 26 日生まれ
 　　　　　　　（道前六保）

※みんなの広場では、みなさんからの投稿をお待ちしています。
詳しくは、秘書課広報ＰＲ係まで
TEL 0296-48-1111（内線 3530）

小
こ

竹
たけ

心
こ

花
はな

さん（西豊田小５年）

新
しん

一
いち

郎
ろう

さん （父）

　お子様の成長の記録を、広報やちよに掲載してみま
  せんか？掲載希望の際は、右下の二次元コードを読み
  取り、応募フォームに氏名等を入力後、画像を１枚
  添付して送信してください。ご応募、お待ちしています。

  対象年齢　生後１歳～３歳くらいまで
  掲 載 月　決まり次第、お電話等で
　　　　　  お知らせします。
  申込締切　毎月５日頃
　　　　　  ※翌月以降の広報紙に掲載

   問い合わせ
   秘書課広報ＰＲ係（内線３５３０）

笑顔がいいね！写真募集
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町長コラム vol.31

町長交際費を公開します！

　町長交際費は、町長が行政執行上、町政の円滑な運営
を図ることを目的に、外部と交際するために要する経費
です。私は今年度から、使途の透明度の高い行政施策の
推進を図るため、毎月の執行状況を町ホームページにお
いて公表することとしました。
　八千代町の町長交際費は、90 万円（令和５年度予算
額）ですが、支出区分としては①祝金②会費③弔事④見
舞金⑤賛助⑥渉外⑦その他というもので、それぞれ次の
ような目的となります。まず①祝金とは、社会的に認知
された団体等の総会、各種行事などに対するお祝金（原
則１万円以内）、②会費は、上記のうち会費が明記して
ある総会、懇親会への参加費用（会費相当額）、③弔事は、
町政功労関係の個人と団体の関係者および職員等の葬儀
等に対する経費（香料は、弔意規程の額、樒・生花・盛
かご等は実費相当額）、④見舞金は、傷病・災害・事故
などの見舞いに係る経費（原則１万円以内）、⑤賛助は、
各種団体の活動・目的に賛同できるものに対する賛助会

費、⑥渉外は、町政運営上、外部機関との交際、表敬訪
問等のため必要な PR 用特産品等の購入費用、⑦その他
は、上記のいずれにも属さないもので、町長が特に支出
する必要があると認める経費（町政の運営に必要で、社
会通念上具体的な経費、目的等から総合的に判断した実
費相当額）となります。公表内容としては、町長交際費
に係る支出は、支出区分、支出先、内容、支出金額を公
開いたします。また、代理出席した場合も含みます。た
だし、病気見舞いなど相手方に特段の配慮が必要と認め
られる場合は、個人名などは公表しないものとします。
　なお、町民サービスの向上を目指し、６月から庁舎１
階などに「ご意見箱」を設置する予定です。職員の対応
や町役場の運営、福祉、子育て、教育、環境、まちづく
りなど、皆さまのご意見をお寄せください。詳細につい
ては後ほど広報やちよ６月号にてご紹介いたします。
　ぜひご利用ください。

日
本
に
来
た
き
っ
か
け
は
？

２
０
１
３
年
の
３
月
に
初
め
て
日

本
に
来
ま
し
た
。
当
時
は
、
ベ
ト
ナ

ム
で
日
本
に
行
く
こ
と
が
人
気
で
日

本
の
話
を
聞
く
こ
と
が
多
く
、
自
然

と
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
今
は
通
訳

と
特
定
技
能
外
国
人
を
支
援
す
る
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
八
千
代
町
に
は
、

２
０
２
１
年
の
12
月
に
来
ま
し
た
が
、

田
ん
ぼ
と
畑
が
広
が
る
景
色
が
、
故
郷

の
ベ
ト
ナ
ム
と
似
て
い
ま
す
。

日
本
や
八
千
代
町
の
イ
メ
ー
ジ

は
？思

っ
て
い
た
以
上
に
き
れ
い
な
国

で
し
た
。
日
本
に
来
た
時
が
ち
ょ
う
ど

春
だ
っ
た
の
で
、
桜
が
き
れ
い
で
特

に
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
参
加
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
、
町
が

や
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
八
千

代
町
に
住
み
始
め
て
か
ら
参
加
す

る
よ
う
に
な
っ
て
、
町
の
人
と
触

れ
合
う
機
会
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
い
い
人
で
、
楽
し

い
で
す
。

今
後
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
？

八
千
代
町
に
ベ
ト
ナ
ム
の
人
が

増
え
て
き
て
、
皆
で
話
と
か
で
き

る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
と
思
っ
て
協

会
を
作
り
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
は

サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
い
る
人
が
多

い
の
で
、
サ
ッ
カ
ー
で
地
域
の
人

と
交
流
を
持
っ
た
り
、
日
本
語
の

勉
強
会
な
ど
が
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
町
の
イ
ベ
ン
ト
に
も

参
加
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
日

本
に
慣
れ
て
い
な
い
人
も
た
く
さ

ん
い
る
と
思
う
の
で
、
地
域
の
方

に
「
日
本
で
は
こ
う
や
る
ん
だ
よ
」

と
教
え
て
も
ら
え
る
よ
う
な
関
係

づ
く
り
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（伊勢山）
T
チ ャ ン
RAN V

ヴ ァ ン
AN C

チ ュ ン
HUNG さん

在八千代町ベトナム人協会を立ち上
げ、現在、町国際交流ＹＩＦＡと共に
ベトナム展を開催しています。

Ｑ ＱＡＡ

インタビュー
町民の皆さまを

　　　ご紹介していきます !

ＱＡ

「ベトナム展～未来へつなぐ八千代町×ベトナム～」開催中
開催期間：５月 17 日（水）まで
開催場所：町立図書館展示ロビー
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お知らせ版
№ 753

役場へのお電話は、代表番号におかけのうえ、
電話交換担当に内線番号をお申し付けください。

0296-48-1111

５
月
８
日
（
月
）
か
ら
、
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
予
約
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
ご
利
用
に
は
、
事

前
登
録
が
必
要
で
す
。

登
録
方
法

登
録
申
請
書
に
記
入

の
上
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

事
務
室
も
し
く
は
産
業
振
興
課
窓

口
に
提
出

※
登
録
申
請
書
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
ま
た
、
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
産
業
振
興
課
窓
口

に
設
置
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、

下
記
二
次
元
コ
ー
ド

の
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

産
業
振
興
課
地
域
振
興
係

（
内
線
２
３
１
０
）

「
野
鳥
を
大
切
に
し
、
自
然
を

守
っ
て
い
こ
う
」
と
い
う
心
の
輪

を
広
げ
る
愛
鳥
週
間
の
普
及
啓
発

事
業
と
し
て
、
猟
友
会
鬼
怒
支
部

に
よ
る「
実
の
な
る
木
配
布
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。
野
鳥
が
好
む
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
の
苗
木
を
無
料
で
配

布
し
ま
す
の
で
、
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

日
時

５
月
14
日
（
日
）
午
前
10

時
～
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

場
所

旬
彩
・
や
ち
よ
農
産
物

八
千
代
直
売
所

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

農
政
課
農
政
係

（
内
線
２
２
１
０
）

　
　
　

「
働
き
た
い
け
ど
、
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
？
」
な
ど
、
就
職
の
悩
み
や

不
安
を
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時

５
月
18
日
（
木
）
午
後
２

時
～
４
時

場
所

中
央
公
民
館
１
階
会
議
室

対
象
者

就
職
の
悩
み
が
あ
る
15

歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
人
ま
た
は
保

護
者
・
関
係
者

参
加
費

無
料

申
込
期
限

５
月
17
日
（
水
）
午

後
４
時

い
ば
ら
き
県
西
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

０
２
９
６
‐
54
‐
６
０
１
２

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
元
気
の
な

い
方
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
悩
み
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

５
月
26
日
（
金
）
午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
料

無
料

申
込
方
法

前
日
ま
で
に
電
話
で

申
し
込
み
（
完
全
予
約
制
）

保
健
セ
ン
タ
ー

０
２
９
６
‐
48
‐
１
９
５
５

茨
城
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
賃
金
引
き
上
げ
に

取
り
組
む
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
を
対
象
に
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

を
し
て
い
ま
す
。

支
援
内
容

働
き
方
改
革
推
進
に

向
け
た
来
所
・
電
話
・
メ
ー
ル
等

で
の
個
別
相
談
、
個
別
企
業
へ
の

訪
問
支
援
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
、
講

師
派
遣
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
や

生
産
性
向
上
に
よ
る
賃
上
げ
に
関

す
る
相
談
、
個
別
事
業
場
に
対
す

る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
助
成
金
や
業
務
改
善
助

成
金
等
の
各
種
助
成
金
の
活
用
相

談
な
ど

問

TEL

問

TEL

問

「八千代町基幹相談支援センター」
開設イベントを開催

　町では、町内在住の方を対象に発達や障がいに関す
る不安や困りごとの相談を受ける「八千代町基幹相談
支援センター」を開設しました。これに伴い、開設イ
ベントを開催します。

日　　時　５月 21 日（日）～ 23 日（火）
　　　　　午前 10 時～午後２時
場　　所　農村環境改善センター
内　　容

【５月 21 日（日）】
・発達や障がいに関する相談
※皆さまが楽しめるイベントも企画中です。

【５月 22 日（月）～ 23 日（火）】
・八千代町基幹相談支援センターについての説明
　①午前 10 時～ 10 時 45 分  ②午後１時～１時 45 分
・発達や障がいに関する相談
※相談の際は、障害者手帳の有無は問いません。お気
　軽にご相談ください。
問い合わせ
八千代町基幹相談支援センター　℡ 0296-45-7430

お

知

ら

せ

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

働
く
こ
と
の
悩
み
無
料
相

談
会

５
月
10
日
か
ら
16
日
は

「
愛
鳥
週
間
」
で
す

軽自動車税（種別割）の減免制度

　心身に障がいのある方の移動のために利用する軽
自動車について、一定の要件を満たす場合、申請に
よって軽自動車税（種別割）を減免する制度があり
ます。対象となる方は、期限内に申請をお願いします。

申請窓口　役場１階税務課窓口
申請期間　５月 12 日（金）～ 31 日（水）
持  ち  物    ・身体障がい者（療育）手帳
　　　　　・運転免許証
　　　　　・納付書
　　　　　・マイナンバーカードまたは通知カード

※減免の対象となる軽自動車は、障がい者の方１人
　につき１台に限ります。
※県の自動車税（種別割）の減免を受けている場合、
　減免の対象になりません。

問い合わせ
税務課資産税係（内線１５２０）

問

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約

賃
金
引
き
上
げ
や
同
一
労
働

同
一
賃
金
に
関
す
る
相
談
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●人口 21,155 人 (1,493) ●男 11,085 人 (1,119) ●女 10,070 人 (374)
●世帯数 7,975 世帯 (1,277)　　（　）内は外国人で内数

【人口と世帯数】
 4 月１日現在

防災行政無線の放送内容は電話で確認ができます 0296-49-4321

５月の納税等
  

納期内納付にご協力を
お願いします。

軽自動車税（種別割）
（全期）

納期は５月 31 日（水）です。

　  税 務 課（内線 1520）

茨
城
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ

ン
タ
ー

０
１
２
０
‐
９
７
１
‐
７
２
８

自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
毎

年
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
の
方

等
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
納
税
通
知

書
が
届
い
た
ら
、５
月
31
日
（
水
）

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
金
融
機

関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
の
ほ
か

地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
か
ら
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
に
よ
る
納
付

も
で
き
ま
す
。
な
お
、
心
身
に
障

害
の
あ
る
方
で
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
自

動
車
税
を
減
免
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

茨
城
県
筑
西
県
税
事
務
所

０
２
９
６
‐
24
‐
９
１
９
０

問TEL 問

問

TEL

自
動
車
税
は
納
期
限
ま
で

に
納
め
ま
し
ょ
う

シルバーリハビリ体操教室開催予定

　この体操は、介護予防を目的とした体操で、関節の柔軟性を高めたり、筋力を強化したりできます。
日　　時 場　　所

５月８日（月）、６月５日（月）、７月３日（月）、８月７日（月）、
９月５日（火）、10月３日（火）、11月６日（月）、12月４日（月）、

１月９日（火）、２月１日（木）、３月４日（月）
各日午前 10時～ 11時 30分

保健センター

５月 25日（木）、６月 22日（木）、７月 21日（金）、８月 23日（水）、
９月 20日（水）、10月 25日（水）、11月 29日（水）、12月 20日（水）、

１月 24日（水）、２月 21日（水）、３月 20日（水）
各日午前 10時～ 11時 30分

中央公民館

毎月第３火曜日、午前９時 30分～ 11時 天王木番田公民館
毎月第３月曜日、午後１時 30分～３時 菅谷西部旧公民館
毎月第１火曜日、午前 10時～ 11時 30分 久下田コミュニティセンター

令和５年６月、10月、令和６年１月、２月第２月曜日
午後１時 30分～３時 30分 川尻集落センター

対象者　町内在住の 60 歳以上の人
持ち物　タオル、飲み物、運動のできる服装
※事前予約は不要です。
※上記以外で、体操実施希望のグループ等がありましたら、お気軽にご相談ください。
問い合わせ　福祉介護課社会福祉・人権係（内線１３４０）

八千代町の若者による
野外音楽フェス『ミニやちおん』開催

　昨年９月に八千代町民公園で実施し、約 5,000 人を動
員した『やちおん』。今回は『ミニやちおん』と題して、
町内にゆかりのある方々の音楽ライブ、飲食・ワーク
ショップ出店など、お子さまからご年配の方まで楽しめ
るイベントを開催します。

日　時　５月 21 日（日）午前 10 時～午後４時
　　　　※雨天縮小開催、荒天中止
場　所　とうふやたかはし（芦ケ谷 654 番地 1）
出演者
幕之内桂（力士団）、H&N、匠平、oops、髙橋真弘（O.A.）
出店者
とうふやたかはし（豆乳スイーツ）、町産業振興課（キッ
チンカー）、いなりとお赤飯ろはん（いなり・赤飯）、よっ
たかりカフェ（ワークショップ）、Bayviewcandles（キャ
ンドル）、kawaii THS（雑貨）、柳田建装（焼きそば）、
NACHOKATURA'S（ナチョス）、YACHIOLAS（ヤギの餌やり）
入場料　無料
※詳しくは、右記二次元コードのやちおん
　公式サイトをご覧ください。

問い合わせ　産業振興課地域振興係（内線２３１０）

妊産婦マル福の助成対象を拡大します

　町独自制度として、６月１日（木）から、妊産婦
マル福認定の際の所得制限を撤廃します。これによ
り、世帯所得に関わらず、町のすべての妊産婦の方
がマル福の対象となります。対象となる方には、５
月下旬に受給者証を送付します。

【マル福とは】
医療福祉費支給制度（マル福）
とは、小児・妊産婦・ひとり親
家庭（母子家庭、父子家庭）・
重度心身障がい者などの医療
福祉受給対象の方が、必要と
する医療を医療保険で病院など
を受診した場合の一部負担金
相当額を、公費で助成し医療費の
負担を軽減する制度です。

問い合わせ　国保年金課医療年金係（内線１２１０）

医療福祉費支給制度（マル福）
とは、小児・妊産婦・ひとり親
家庭（母子家庭、父子家庭）・
重度心身障がい者などの医療
福祉受給対象の方が、必要と
する医療を医療保険で病院など
を受診した場合の一部負担金
相当額を、公費で助成し医療費の
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◇
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

令
和
５
年
４
月
か
ら
の
行
政
組

織
改
編
に
伴
い
、
各
常
任
委
員
会

の
所
管
す
る
事
項
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

◇
組
織
改
編
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
関
す
る
条
例

行
政
組
織
改
編
に
伴
い
、
各
条

令
に
規
定
さ
れ
て
い
る
部
署
名
等

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正　
　

定
年
引
上
げ
に
よ
る
退
職
者
数

の
減
少
に
関
わ
ら
ず
、
一
定
数
の

職
員
採
用
を
行
っ
て
い
く
た
め
、

育
児
休
業
者
、
派
遣
職
員
な
ど
の

実
質
的
に
配
置
さ
れ
て
い
な
い
職

員
を
定
数
外
と
す
る
よ
う
改
正
す

る
も
の
で
す
。

◇
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
同

意
現
教
育
長
が
３
月
31
日
を
も
っ

て
辞
職
す
る
た
め
、
左
記
の
方
を

任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。関

篤あ
つ
しさ

ん
（
筑
西
市
在
住
）

◇
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
１
４
１

５
万
円
増
額
し
、
予
算
総
額
を
88

億
８
７
４
５
万
１
０
０
０
円
と
す

る
も
の
で
す
。

歳
出
の
内
容
は
、
医
療
機
関
物

価
高
騰
対
策
支
援
金
、
出
産
・
子

育
て
応
援
交
付
金
事
業
費
を
含
む

保
健
衛
生
費
１
４
１
５
万
円
を
増

額
す
る
も
の
で
す
。

◇
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
７
号
）

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
２
３
４

万
５
０
０
０
円
増
額
し
、
予
算
総

額
を
88
億
８
９
７
９
万
６
０
０
０

円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
家
畜
伝

染
病
対
策
費
人
件
費
、
そ
の
他
家

畜
伝
染
病
対
策
費
を
含
む
農
業
費

２
１
４
万
５
０
０
０
円
を
増
額
す

る
も
の
で
す
。

３月定例会

■発行／八千代町議会

■編集／議会だより編集委員会№１８９

副町長に木瀬誠氏、教育長に関篤氏が就任、令和５年度予算を議決

可
決
し
た
議
案
内
容

令和５年第１回定例会は、３月７日から 16 日までの 10 日間の日程で開催されました。
　この定例会では、町執行部から令和５年度予算をはじめ、条例改正など 28 議案が提案され、全ての議案を
原案のとおり可決しました。
　一般質問は３月 14 日と 15 日に行われ、９人の議員が登壇し、町の方針をただしました。

議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより

●

議
員
提
出
議
案

●

条

例

◇
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

定
年
引
上
げ
及
び
行
政
組
織
改

編
に
よ
る
職
階
構
成
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
、
級
別
職
務
分
類
表

の
見
直
し
、
職
務
級
の
５
級
に
課

長
職
を
設
け
る
も
の
で
す
。

◇
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

妊
産
婦
医
療
福
祉
費
助
成
（
妊

産
婦
マ
ル
福
）
対
象
者
に
設
け
て

い
る
所
得
制
限
を
撤
廃
し
、
助
成

対
象
者
を
拡
大
す
る
も
の
で
す
。

◇
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正

◇
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

省
令
の
改
正
に
伴
い
、
家
庭
的

保
育
事
業
者
等
や
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
者
に
対
し
、
安
全
計

画
策
定
、
自
動
車
運
行
時
の
乳
幼

児
や
利
用
者
の
所
在
確
認
の
義
務

付
け
や
感
染
症
予
防
等
の
定
期
的

な
研
修
、
訓
練
の
実
施
を
努
力
義

務
と
す
る
規
定
を
設
け
る
も
の
で

す
。

◇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
同
意

現
委
員
が
３
月
31
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
左
記
の

方
を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

照
内
唯た

だ
よ
し由

さ
ん
（
伊
勢
山
）

◇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
選

現
委
員
が
６
月
30
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
左
記
の

３
氏
を
推
薦
し
た
い
と
し
て
議
会

に
意
見
を
求
め
ら
れ
た
も
の
で
、

推
薦
人
が
適
任
で
あ
る
と
回
答
し

ま
し
た
。

生
井
勝
已
さ
ん
（
松
本
）

濵は

ま

な名
進
さ
ん
（
貝
谷
）

小
林
あ
け
美
さ
ん
（
伊
勢
山
）

◇
副
町
長
の
選
任
同
意

現
副
町
長
が
３
月
31
日
を
も
っ

て
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
左
記

の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

木
瀬
誠
さ
ん
（
若
）

●

人

事

●

予

算
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◇
町
道
路
線
の
廃
止

県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業

（
中
結
城
地
区
）
に
伴
い
、
菅
谷

地
内
の
１
路
線
を
廃
止
す
る
も
の

で
す
。

◇
町
道
路
線
の
認
定

県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業

（
安
静
地
区
・
中
結
城
地
区
）
及

び
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴

い
、
菅
谷
地
内
の
８
路
線
、
芦
ケ

谷
地
内
の
１
路
線
を
認
定
す
る
も

の
で
す
。

◇
下
妻
地
方
広
域
介
護
認
定
審
査

会
共
同
設
置
規
約
の
変
更

下
妻
市
役
所
内
に
置
か
れ
て
い

る
下
妻
地
方
広
域
介
護
認
定
審
査

会
の
執
務
場
所
が
下
妻
市
の
新
庁

舎
建
設
に
伴
い
、
下
妻
市
本
城
町

３
丁
目
13
番
地
へ
移
転
す
る
た
め

規
約
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

●

予

算

●

そ
の
他

水　道　事　業　会　計

３条予算（収益的収入及び支出）

・ 収入：5億 2856 万 5000 円

　(前年度 5億 1322 万 2000 円 )

・ 支出：4億 2156 万 8000 円

　(前年度 3億 6553 万 2000 円 )

４条予算（資本的収入及び支出）

・収入：0円

　（前年度 0円）

・ 支出：2億 6249 万 3000 円

　(前年度 2億 4847 万 5000 円 )

※ 不足額は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収

支調整額等で補填

会計区分 本年度予算額 前年度予算額

一 般 会 計 81 億 1200 万円 76 億 3900 万円

国 民 健 康 保 険 30 億 7791 万 3000 円 30 億 1289 万 4000 円

後期高齢者医療 2 億 5777 万円 2億 4052 万 4000 円

介護（保険事業） 19 億 435 万円 19 億 1926 万 3000 円

介護（介護ｻｰﾋﾞｽ） 455 万円 455 万円

区 画 整 理 1 億 1531 万 2000 円 8614 万円

農 業 集 落 排 水 2 億 9876 万 9000 円 2 億 9565 万 2000 円

下 水 道 5 億 945 万 9000 円 5 億 2019 万 5000 円

◇令和５年度 予算◇ ◇令和４年度 補正予算◇

水　道　事　業　会　計

３条予算（収益的収入及び支出）

・ 収入：379 万 5000 円を増額し、収入合計を 5 億

1701 万 7000 円とするもの

・ 支出：2404 万 2000 円を増額し、支出合計を 3 億

8957 万 4000 円とするもの

４条予算（資本的収入及び支出）

・ 支出 2063 万 3000 円を減額し、支出合計を 7 億 2784

万 2000 円とするもの

会計区分 今回の補正額 補正後の予算額

一 般 会 計 6 億 8755 万円 95 億 7734 万 6000 円

国 民 健 康 保 険 8383 万 9000 円 30 億 9673 万 3000 円

後期高齢者医療 602 万 1000 円 2 億 4654 万 5000 円

介護（保険事業） △ 1523 万 4000 円 19 億 4810 万 5000 円

介護（介護ｻｰﾋﾞｽ） 51 万 4000 円 506 万 4000 円

区 画 整 理 △ 392 万 2000 円 8221 万 8000 円

農 業 集 落 排 水 △ 306 万 8000 円 2 億 9629 万 2000 円

下 水 道 △ 2432 万 4000 円 4 億 9791 万 2000 円

今
年
２
月
に
発
生
し
た
ト

ル
コ
・
シ
リ
ア
地
震
で
は
、

ト
ル
コ
南
東
部
及
び
シ
リ
ア

北
西
部
に
お
い
て
多
大
な
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

八
千
代
町
議
会
で
は
、
被

災
地
の
救
援
活
動
や
復
興
支

援
等
に
役
立
て
て
も
ら
う
た

め
、
令
和
５
年
３
月
16
日
に

開
催
し
た
全
員
協
議
会
に
お

い
て
５
万
円
を
送
金
す
る
こ

と
を
決
定
し
、
３
月
17
日
に

日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
送

金
を
行
い
ま
し
た
。

町

議

会

か

ら

ト

ル

コ
・

シ

リ

ア

地

震

に

対

す

る

義

援

金

を

送

金

し

ま

し

た一日も早い復興を
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し
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
多
様
な
体
験
学
習
に

加
え
、
普
段
接
す
る
機
会
の
な
い

大
人
の
方
や
違
う
学
校
の
子
ど
も

た
ち
と
の
触
れ
合
い
と
い
っ
た
経

験
は
、
何
物
に
も
代
え
難
い
も
の

で
す
。
今
後
も
創
意
工
夫
し
て
学

校
外
教
育
事
業
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
権
者
の

方
も
大
分
軟
化
さ
れ
、
交
渉
に
応

じ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い

ま
す
。
地
域
の
方
に
は
な
か
な
か

進
展
せ
ず
、
ご
不
満
や
ご
不
便
を

お
掛
け
し
て
い
ま
す
が
、
何
と
し

て
も
道
路
を
完
成
さ
せ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

災
害
発
生
に
備
え
、
自
分
一
人

だ
け
で
避
難
を
す
る
こ
と
が
困
難

な
人
の
情
報
を
し
っ
か
り
と
把
握

し
、
避
難
を
助
け
て
く
れ
る
人
た

ち
と
情
報
を
共
有
す
る
な
ど
の
体

制
づ
く
り
が
重
要
で
す
。
要
援
護

者
の
避
難
の
た
め
の
支
援
体
制
を

ど
の
よ
う
に
取
っ
て
い
る
の
か
、

お
尋
ね
し
ま
す
。

町

長

当
町
で
は
令
和
３
年
度

に
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世

帯
を
対
象
に
名
簿
の
作
成
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
同
意
を
得

ら
れ
た
人
に
つ
い
て
は
個
別
計
画

書
の
作
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令

和
５
年
度
に
は
介
護
認
定
者
や
障

害
者
手
帳
所
持
者
の
名
簿
作
成
に

着
手
す
る
予
定
で
す
。

１
級
町
道
８
号
線
は
古
河
駅
方

面
と
つ
く
ば
方
面
を
結
ぶ
路
線
で

あ
り
、
人
や
物
流
の
往
来
に
大
変

利
便
性
が
高
い
道
路
で
す
。

東
蕗
田
地
内
の
県
道
つ
く
ば
古

河
線
と
の
交
差
点
か
ら
栗
山
地 中山 勝三 議員

１

級

町

道

８

号

線

延

伸

の

進

捗

状

況

と

今

後

の

予

定

に

つ

い

て

内
、
筑
波
サ
ー
キ
ッ
ト
西
側
へ
延

伸
す
る
整
備
計
画
が
以
前
か
ら
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
と

こ
ろ
進
展
が
一
向
に
見
ら
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
延
伸
部
分
に
つ
い
て
の

進
捗
状
況
と
今
後
ど
の
よ
う
に
進

め
る
計
画
な
の
か
、
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長

本
路
線
は
若
地

内
の
県
道
結
城
坂
東
線
と
の
交
差

点
か
ら
東
蕗
田
地
内
の
県
道
つ
く

ば
古
河
線
と
の
交
差
点
ま
で
が
平

成
26
年
度
に
開
通
し
て
い
ま
す
。

そ
の
先
の
延
伸
部
分
に
つ
い
て

は
、
平
成
30
年
度
以
降
、
地
元
説

明
会
や
境
界
確
認
作
業
、
用
地
測

量
業
務
を
実
施
す
る
た
め
の
地
権

者
と
の
交
渉
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
一
部
の
地
権
者
と
の
交
渉
が

難
航
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

先
日
、
同
意
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
よ
り
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

町

長

行
政
は
公
共
の
利
益
の

た
め
に
懸
命
に
努
力
す
る
役
割
が

課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
し
っ

か
り
と
粘
り
強
く
進
め
て
い
き
た

め
、
既
存
の
施
設
で
あ
る
グ
リ
ー

ン
ビ
レ
ッ
ジ
を
活
用
す
る
の
も
一

つ
の
方
法
と
考
え
ま
す
。

現
在
あ
る
英
検
受
検
料
半
額
助

成
制
度
を
、
英
検
、
漢
検
、
歴
検

等
の
合
格
者
へ
の
受
検
料
の
無
償

化
、
ゆ
く
ゆ
く
は
全
て
の
受
験
料

の
無
償
化
を
提
案
し
ま
す
。
ま
た
、

幼
少
期
の
学
校
外
教
育
が
非
常
に

重
要
視
さ
れ
る
世
の
中
に
な
っ
て

い
ま
す
。
町
と
し
て
の
取
り
組
み

を
お
聞
き
し
ま
す
。

教
育
次
長

義
務
教
育
段
階
に
お

い
て
、
児
童
生
徒
に
は
公
正
公
平

な
機
会
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

現
在
の
補
助
事
業
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
漢
検
、

歴
検
等
へ
の
補
助
の
拡
大
に
つ
い

て
は
調
査
研
究
を
行
い
、
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
長

町
で
は
学
校
外
教
育
と

に
ぎ
わ
い
拠
点
の
創
出
に
つ
い
て

空
き
家
を
活
用
し
た
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
町
民
が
よ
り
町
づ

く
り
に
参
画
で
き
る
よ
う
な
、
に

ぎ
わ
い
拠
点
の
創
出
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。
実
現
性
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
感
に
も
触
れ
て
お
答
え

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

町

長

今
年
中
に
川
尻
地
内
に

あ
る
旧
中
山
家
の
活
用
の
た
め
の

検
討
会
を
立
ち
上
げ
る
予
定
で

す
。
あ
の
場
所
が
、
福
祉
、
農
業
、

に
ぎ
わ
い
創
出
等
さ
ま
ざ
ま
な

人
々
が
集
ま
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
し
て
い
く
、
そ
の
よ
う
な
拠

点
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

空
き
家
を
活
用
し
た
拠
点
の
創

出
に
つ
い
て
は
、
所
有
権
、
相
続
、

管
理
、
改
修
費
用
の
問
題
等
が
あ

り
、
す
ぐ
に
使
用
で
き
る
物
件
が

少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た 谷中 理

り く

矩 議員

町
政
を
問
う
！

一
般
質
問
に
９
名
が
登
壇

旧中山家
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当
町
の
土
質
の
歴
史
は
地
質
時

代
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
農
業
経
営

を
す
る
の
に
恵
ま
れ
て
い
る
地
域

で
す
。
鬼
怒
川
流
域
の
付
近
は
肥

土(

あ
く
と)

と
い
わ
れ
る
土
壌

で
、
自
然
の
栄
養
分
が
堆
積
し
て

新
し
い
も
の
に
挑
戦
し
な
が
ら

伝
統
を
守
る
こ
と
で
ブ
ラ
ン
ド
化

さ
れ
、
そ
れ
を
付
加
価
値
に
変
え
、

も
う
か
る
農
業
に
つ
な
げ
る
と
い

う
こ
と
が
私
の
農
業
推
進
の
考
え

で
す
。

筑
西
幹
線
道
路
は
桜
川
筑
西
イ

ン
タ
ー
か
ら
古
河
市
に
至
る
広
域

的
な
幹
線
道
路
で
す
。
当
町
に
お

い
て
は
、
下
山
川
地
内
か
ら
国
道

１
２
５
号
ま
で
が
現
在
工
事
中
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
進
捗
状
況
を

お
聞
き
し
ま
す
。

産
業
建
設
部
長

県
で
は
、
現
在
、

山
川
土
地
改
良
区
地
内
の
工
事
を

中
心
に
進
め
て
お
り
、
道
路
築
造

の
た
め
の
地
盤
改
良
を
済
ま
せ
、

令
和
３
年
か
ら
盛
土
工
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。

町

長

県
の
担
当
に
職
員
を
１

名
派
遣
し
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
提

供
を
受
け
、
そ
の
情
報
を
地
元
に

提
供
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

で
き
る
限
り
早
期
に
こ
の
路
線
を

完
成
さ
せ
、
地
域
の
利
益
に
貢
献

で
き
る
よ
う
、
県
と
力
を
合
わ
せ

な
が
ら
整
備
を
推
進
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

安田 忠司 議員

当

町

の

特

殊

性

を

生

か

し

た

農

業

の

振

興

に

つ

い

て

お
り
、
良
質
な
農
作
物
が
た
く
さ

ん
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
活
力
あ

る
農
業
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

で
、
競
争
力
を
高
め
、
農
業
経
営

の
安
定
に
つ
な
が
り
ま
す
。
当
町

の
特
色
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長

八
千
代
町
は
農

業
の
町
と
し
て
、
平
坦
な
地
形
に

恵
ま
れ
、
気
候
も
比
較
的
温
暖
で

す
。
さ
ら
に
、
自
然
災
害
も
少
な

く
、
大
消
費
地
で
あ
る
首
都
圏
に

も
近
接
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た

め
多
く
の
品
目
を
大
量
に
生
産
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
特
性
を
生
か
し
て
、
生

産
者
は
、
市
場
の
ニ
ー
ズ
を
取
り

入
れ
た
品
質
と
量
を
確
保
し
、
出

荷
団
体
は
、
市
場
の
情
報
を
的
確

に
判
断
し
、
生
産
者
に
つ
な
ぐ
こ

と
が
重
要
な
こ
と
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。

町

長

町
長
に
就
任
し
て
か
ら

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
や
サ
ツ
マ

イ
モ
の
栽
培
を
広
く
進
め
て
き
ま

し
た
。
農
業
の
町
と
し
て
新
た
な

武
器
が
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

の
時
点
で
は
、
下
水
道
の
全
体
計

画
面
積
は
９
１
０
・
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
２
０
６
・
24
ヘ
ク
タ
ー
ル

が
整
備
済
と
な
り
、
進
捗
率
22
・

65
％
と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
高

野
地
区
、
伊
勢
山
地
区
を
整
備
し
、

令
和
５
年
３
月
時
点
で
の
整
備
面

積
は
２
２
０
・
97
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

進
捗
率
24
・
27
％
と
な
り
ま
す
。

今
年
度
、
茨
城
県
全
域
で
生
活

排
水
処
理
基
本
計
画
（
生
活
排
水

ベ
ス
ト
プ
ラ
ン
）
の
見
直
し
が
実

施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
当
町
で
も

当
初
の
計
画
か
ら
社
会
情
勢
が
大

き
く
変
化
し
て
お
り
、
今
後
の
整

備
計
画
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ま
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
費
用
対
効
果
を
踏
ま
え
、

よ
り
現
実
的
な
整
備
計
画
の
策
定

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町

長

当
町
は
ほ
ぼ
全
域
が
可

住
地
に
な
っ
て
お
り
、
暮
ら
し
や

す
い
反
面
、
家
屋
、
集
落
が
点
在

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
下
水
道
の

整
備
な
ど
に
お
い
て
は
非
効
率
的

な
部
分
が
生
じ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
必
要
性
と
い
う
観
点
か
ら
す

る
と
、
衛
生
的
で
近
代
的
な
生
活

下

水

道

に

つ

い

て

令
和
元
年
12
月
定
例
会
に
お
い

て
、
下
水
道
事
業
計
画
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

当
時
は
優
先
的
に
整
備
す
る
予
定

区
域
と
し
て
、
伊
勢
山
地
区
、
根

ノ
谷
地
区
の
一
部
、
栗
山
地
区
が

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら

に
変
更
等
が
あ
っ
た
の
か
、
あ
っ

た
の
で
あ
れ
ば
理
由
を
含
め
て
答

弁
願
い
ま
す
。

こ
の
３
年
間
の
中
で
、
工
事
の

進
行
で
あ
っ
た
り
、
予
算
の
確
保

で
あ
っ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

に
よ
っ
て
計
画
に
多
少
の
変
更
が

発
生
す
る
も
の
と
は
思
い
ま
す

が
、
公
平
性
、
平
等
性
の
観
点
か

ら
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整
備
が
ど

の
よ
う
な
進
捗
状
況
で
あ
っ
て
、

今
後
ど
う
い
う
ふ
う
な
進
め
方
を

し
て
い
く
の
か
、
答
弁
を
求
め
ま

す
。

産
業
建
設
部
長

令
和
元
年
度
末 関 眞幸 議員

を
送
る
と
い
う
意
味
で
下
水
道
は

必
要
と
な
っ
て
く
る
事
業
に
な
り

ま
す
。
公
共
下
水
道
事
業
、
農
業

集
落
排
水
事
業
、
浄
化
槽
整
備
事

業
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
や
優
位
性
、

地
域
性
な
ど
を
加
味
し
て
、
費
用

対
効
果
、
負
担
の
公
平
性
に
基
づ

き
、
計
画
的
な
整
備
を
進
め
て
い

く
考
え
で
す
。
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題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

町

長

今
後
、
下
水
道
事
業
の

大
幅
な
計
画
の
見
直
し
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
下
水
道
事
業
は
、
文
化
的
な

生
活
や
環
境
衛
生
面
で
も
大
変
重

要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
い
う
位
置

付
け
で
す
。
し
か
し
、
持
続
可
能

な
事
業
の
運
営
の
た
め
に
は
、
社

会
情
勢
の
変
化
や
費
用
対
効
果
な

ど
も
十
分
に
考
慮
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

計
画
変
更
と
な
る
と
説
明
責
任

が
生
じ
て
き
ま
す
。
な
る
べ
く
早

く
検
討
し
、
結
論
を
出
し
て
、
広

く
町
民
に
説
明
す
る
機
会
を
設
け

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

下
水
道
一
本
で
処
理
を
す
る
と

な
る
と
町
民
の
費
用
負
担
が
大
変

大
き
く
な
り
ま
す
。
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
処
理
方
法
を
選
択
す
る

計
画
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
学
校
図
書
費
に
つ
い
て

新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
令
和
３

年
３
月
現
在
、
当
町
の
下
水
道
普

及
率
は
17
・
５
％
で
、
県
内
41
位

と
低
い
達
成
率
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
人
口
減
少
や
地
域
の

過
疎
化
が
予
想
さ
れ
、
人
口
密
度 増田 光利 議員

生

活

排

水

に

つ

い

て

が
低
い
地
域
で
は
下
水
道
事
業
の

採
算
性
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
き

な
課
題
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

加
え
て
、
郊
外
地
域
で
は
１
戸
当

た
り
の
居
住
面
積
が
広
く
、
コ
ス

ト
が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。下

水
道
事
業
計
画
の
見
直
し
を

行
う
場
合
は
、
公
共
下
水
道
に
よ

る
一
括
処
理
で
は
な
く
、
農
業
集

落
排
水
事
業
や
合
併
処
理
浄
化
槽

な
ど
、
世
帯
当
た
り
の
コ
ス
ト
が

優
位
に
な
る
処
理
方
法
を
選
択
す

る
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
将
来
の
下
水
道
計
画

の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長

当
町
で
は
現

在
、
生
活
排
水
処
理
と
し
て
、
集

合
処
理
で
あ
る
公
共
下
水
道
事
業

と
農
業
集
落
排
水
事
業
、
個
別
処

理
で
あ
る
浄
化
槽
整
備
事
業
の
３

つ
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
町
は
全
域
が
平
坦
な
地
形

で
、
約
96
％
が
可
住
地
と
な
っ
て

い
ま
す
。
人
家
が
密
集
し
て
い
る

地
域
も
あ
り
ま
す
が
、
大
半
は
点

在
し
て
い
る
た
め
、
上
下
水
道
の

整
備
に
は
費
用
対
効
果
の
面
で
問

町

長

今
回
、
町
内
で
発
生
し

た
の
は
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
な
り
ま
す
が
、
家
畜
伝
染

病
予
防
法
を
根
拠
に
、
農
場
内
で

１
羽
で
も
発
生
が
確
認
さ
れ
た
場

合
に
は
農
場
内
で
飼
育
さ
れ
て
い

る
も
の
は
全
て
殺
処
分
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
に
な
り
ま
す
。

一
事
業
者
の
た
め
に
な
ぜ
こ
こ

ま
で
大
き
な
動
き
に
な
る
の
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ま
ん
延

し
た
場
合
、
鶏
肉
や
卵
の
安
定
供

給
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、

国
際
的
な
信
用
を
損
な
う
こ
と
な

ど
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
措
置
が
と

ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
対
応
の
た
め
の
費
用
と

し
て
、
町
は
１
９
４
万
円
の
補
正

予
算
を
組
み
ま
し
た
。
一
事
業
者

内
で
発
生
し
た
こ
と
に
対
し
て
、

な
ぜ
町
が
負
担
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
、
県
の
要
請
に
よ
る

も
の
な
の
か
、
答
弁
を
求
め
ま
す
。

町

長

町
が
行
っ
た
協
力
に
つ

い
て
は
、
県
の
参
加
要
請
に
よ
っ

て
行
っ
た
も
の
で
す
。
地
元
行
政

と
し
て
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
迅

鳥

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

の

感

染

発

生

に

つ

い

て

今
年
２
月
に
町
内
で
発
生
し
た

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
応
で

は
、
鶏
舎
内
の
全
て
の
鶏
、
お
よ

そ
１
１
０
万
羽
を
殺
処
分
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
際
、
町

の
ほ
か
に
国
や
県
な
ど
が
対
応
に

あ
た
り
、
大
勢
の
人
が
か
か
わ
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
な
ぜ
一

事
業
者
か
ら
発
生
し
た
こ
と
に
対

し
て
こ
こ
ま
で
大
き
く
動
く
の
か

と
の
思
い
も
あ
り
ま
す
が
、
対
応

の
実
態
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
か
、
お
聞
き
し
ま
す
。

産
業
建
設
部
長

国
の
指
針
に

よ
っ
て
、
対
応
を
主
導
的
に
行
う

の
は
都
道
府
県
と
な
り
、
国
は
都

道
府
県
に
対
し
て
必
要
な
情
報
の

提
供
や
助
言
、
指
導
を
行
う
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
町
や
関
係
団
体
は
、

都
道
府
県
に
協
力
を
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

大久保 敏夫 議員

速
に
対
応
す
る
よ
う
、
県
と
一
体

と
な
っ
て
対
応
を
行
い
ま
し
た
。

町
内
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

発
生
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と

は
事
実
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
協
力

を
得
て
６
日
間
と
い
う
驚
異
の
ス

ピ
ー
ド
で
対
処
で
き
た
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
は
、
他
か
ら
も
評
価

が
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
町
の
力
を

発
揮
で
き
た
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
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埼
玉
県
戸
田
市
で
は
中
学
校
の

教
員
が
学
校
に
侵
入
し
た
高
校
生

に
切
り
つ
け
ら
れ
る
事
件
が
発
生

し
ま
し
た
。

町
内
の
学
校
の
防
犯
対
策
に
つ

い
て
は
こ
れ
ま
で
も
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
な
ど
を
行
っ
て
き
た
と
思

い
ま
す
が
、
児
童
生
徒
が
安
心
安

全
な
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
対

策
を
取
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

教
育
長

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

し
、
職
員
室
で
来
校
者
の
確
認
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
ほ
か
、

門
扉
の
施
錠
、
教
職
員
の
来
校
者

へ
の
声
掛
け
、
教
職
員
に
よ
る
定

期
的
な
校
内
巡
視
な
ど
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
児
童
生
徒
に
は
自
分
の

身
は
自
分
で
守
る
こ
と
の
大
切
さ

を
指
導
し
た
り
、
警
察
署
等
の
協

力
に
よ
り
、
不
審
者
の
侵
入
を
想

定
し
た
避
難
訓
練
を
実
施
し
た
り

し
て
い
ま
す
。

１
９
８
９
年
、
合
計
特
殊
出
生

率
が
戦
後
最
低
の
１
・
57
と
な
り
、

い
わ
ゆ
る
「
１
・
57
シ
ョ
ッ
ク
」

を
受
け
、
国
で
は
少
子
化
対
策
と

し
て
「
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」
を
策

定
し
ま
し
た
が
、
現
在
で
も
打
開 生井 和巳 議員

少

子

化

対

策

に

つ

い

て

に
結
び
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

町
営
住
宅
を
整
備
し
、
定
住
人

口
の
増
加
を
目
指
す
方
策
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
当
町
が
行
う
少
子
化

対
策
事
業
を
お
聞
き
し
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長

出
産
を
奨
励

し
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
出
産
子
育
て

奨
励
金
支
給
事
業
を
行
う
ほ
か
、

令
和
５
年
度
か
ら
は
子
育
て
家
庭

に
対
し
て
保
育
料
の
軽
減
拡
充
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

町

長

当
町
の
出
生
数
は
、
令

和
３
年
度
が
１
０
０
人
、
令
和
４

年
度
は
１
０
０
人
を
切
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
で
も
「
異
次
元
の
少
子
化
対
策
」

を
打
ち
出
し
て
お
り
、
町
と
し
て

も
出
会
い
の
場
の
創
出
や
婚
活
の

支
援
な
ど
の
施
策
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

町
営
住
宅
に
つ
い
て
も
、
令
和

５
年
度
に
調
査
を
行
い
、
子
育
て

世
代
を
主
軸
と
し
た
定
住
促
進
住

宅
を
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

せ
ん
が
、
現
在
、
町
内
に
４
６
４

基
の
消
火
栓
が
あ
り
ま
す
。
消
防

水
利
と
し
て
は
防
火
水
槽
も
あ

り
、
こ
ち
ら
は
町
内
２
５
７
箇
所

に
設
置
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

火
災
発
生
時
の
消
火
活
動
に
対
応

す
る
た
め
、
十
分
な
水
利
が
確
保

で
き
る
よ
う
、
計
画
的
に
整
備
を

進
め
ま
す
。

出
火
時
の
町
か
ら
の
見
舞
金
に

つ
い
て
は
、
現
在
支
出
を
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
社
会
福
祉
協
議
会
に

は
災
害
見
舞
金
の
制
度
が
あ
り
、

住
居
が
全
焼
し
た
場
合
に
３
万

円
、
半
焼
の
場
合
に
１
万
円
の
見

舞
金
を
支
出
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
日
本
赤
十
字
社
か
ら
布
団
や

毛
布
、
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど
の
物
資

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

仮
住
ま
い
に
つ
い
て
は
、
グ

リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
の
コ
テ
ー
ジ
等

の
利
用
に
空
き
が
あ
れ
ば
案
内
を

し
て
い
ま
す
。

町

長

消
防
水
利
に
つ
い
て

は
、
消
防
法
等
の
基
準
は
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
は
最
低
限
の
話
で
あ

り
、
検
討
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

消

火

栓

の

設

置

と

火

災

へ

の

対

応

に

つ

い

て

消
火
栓
の
設
置
が
少
な
い
地
域

で
は
、
火
災
が
発
生
し
た
際
に
消

火
が
遅
れ
、
類
焼
す
る
恐
れ
も
あ

り
ま
す
。
私
事
で
す
が
、
自
宅
が

火
災
に
遭
っ
た
際
に
は
ホ
ー
ス
を

十
七
、
八
本
つ
な
い
で
消
火
活
動

が
行
わ
れ
、
水
圧
が
あ
ま
り
上
が

ら
ず
に
全
焼
し
た
よ
う
な
経
過
が

あ
り
ま
し
た
。
各
行
政
区
に
は
ど

の
く
ら
い
消
火
栓
が
設
置
さ
れ
て

い
る
の
か
、
ま
た
、
今
後
の
整
備

の
予
定
は
あ
る
の
か
、
お
聞
き
し

ま
す
。

住
宅
が
火
災
と
な
っ
た
場
合
に

は
布
団
セ
ッ
ト
な
ど
の
支
給
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
仮
住

ま
い
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題

が
あ
り
ま
す
。
仮
住
ま
い
や
見
舞

金
の
支
給
な
ど
、
町
の
対
応
に
つ

い
て
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

総
務
部
長

消
火
栓
の
設
置
数
は

行
政
区
単
位
で
管
理
は
し
て
い
ま 廣瀬 賢一 議員

い
ざ
火
災
が
発
生
し
た
と
き
に
で

き
る
限
り
早
い
消
火
活
動
が
可
能

と
な
る
よ
う
、
今
後
整
備
を
進
め

ま
す
。

火
災
は
一
瞬
に
し
て
全
財
産
を

失
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
火
災
に
遭
わ
れ
た
方
の
生
活

に
寄
り
添
っ
た
対
応
と
一
日
も
早

い
生
活
再
建
の
た
め
の
支
援
体
制

を
構
築
し
て
い
く
た
め
、
安
全
安

心
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
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産
業
建
設
部
長

茨
城
県
の
防
疫

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に
町
の

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
て
、

組
織
体
制
を
構
築
す
る
準
備
を
し

て
き
ま
し
た
。
現
地
で
の
県
災
害

対
策
本
部
の
後
方
支
援
と
い
っ
た

役
割
で
す
。

町

長

昨
年
の
夏
ご
ろ
か
ら
、

万
が
一
に
備
え
て
過
去
に
発
生
し

た
自
治
体
か
ら
聞
き
取
り
を
し
、

そ
れ
を
踏
ま
え
、
対
策
本
部
の
立

ち
上
げ
方
、
ど
の
よ
う
な
施
設
を

拠
点
に
し
た
か
、
処
分
に
か
か
る

期
間
は
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の

か
、
町
が
準
備
す
る
物
は
何
か
、

国
や
県
と
の
関
係
は
ど
う
な
る

か
、
人
員
の
確
保
、
予
算
の
問
題

な
ど
、
対
策
を
準
備
し
て
お
く
よ

う
指
示
を
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
県
知
事
の
協
力
に
よ
っ

て
埋
却
処
理
で
は
な
く
、
全
羽
焼

却
処
理
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も

各
方
面
か
ら
協
力
を
得
て
、
迅
速

な
対
応
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
と

考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
養
鶏
場
の
事
業
再
開

町
内
で
発
生
し
た
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に

対

す

る

町

の

対

応

に

つ

い

て

水垣 正弘 議員

に
向
け
た
事
業
所
の
対
応
が
鍵
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
地

域
は
町
の
中
枢
に
な
り
得
る
地
区

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
元
の
住
民

や
企
業
、
地
域
の
関
係
団
体
、
県

西
家
畜
保
健
所
な
ど
と
よ
り
深
い

連
携
を
取
り
な
が
ら
、
土
地
利
用

も
含
め
た
将
来
の
町
の
あ
り
方
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
２
月
に
町
内
で
発
生
し
た

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応
で

は
養
鶏
場
で
飼
育
さ
れ
て
い
た
鶏

が
全
羽
殺
処
分
さ
れ
、
そ
の
後
、

県
内
の
焼
却
施
設
で
焼
却
処
理
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
焼
却
処
理
は
４
月
ま
で
続
く

も
の
と
見
込
ま
れ
、
そ
れ
ま
で
鶏

は
ケ
ー
ス
に
入
れ
ら
れ
密
閉
さ
れ

た
状
態
で
は
あ
る
も
の
の
、
養
鶏

場
内
に
置
か
れ
て
お
り
、
近
隣
の

住
民
や
事
業
者
か
ら
は
今
も
な
お

不
安
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

町
内
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

発
生
し
た
場
合
を
想
定
し
て
、
町

で
は
ど
の
よ
う
な
備
え
を
し
て
い

た
の
か
、
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
今

回
の
事
案
は
町
の
中
心
部
で
発
生

し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
今
回
の
事
態
を
踏
ま
え
、
町

で
は
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し

て
い
く
の
か
、
伺
い
ま
す
。

総務常任委員会委員会
紹介

査
及
び
議
案
、
請

願
、
陳
情
等
の
審

査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
八
千
代
町
議

会
で
は
、
総
務
常

任
委
員
会
の
定
数

は
５
人
と
さ
れ
て

お
り
、
主
に
定
例

会
中
に
開
催
さ
れ

ま
す
。

ってどんな委員会？

会議の様子

総
務
常
任
委
員
会
は
、
八
千
代
町
議
会
に
設
置
さ
れ

て
い
る
三
つ
の
常
任
委
員
会
の
一
つ
で
す
。

総
務
常
任
委
員
会
で
は
、
町
の
財
政
や
税
金
、
消
防

団
の
仕
事
や
交
通
安
全
、
町
づ
く
り
等
に
つ
い
て
の
調

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
議

会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
議
会
傍
聴
や
施

設
見
学
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
各
種
団
体
や
学
校
の
社

会
見
学
に
お
取
り
入
れ
く
だ

さ
い
。

次
の
定
例
会
は
６
月
に
行

い
ま
す
。
詳
し
い
日
程
は
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

議
会
を傍

聴
し
ま
せ
ん
か
？

議
会
事
務
局

℡

０
２
９
６
‐
48
‐
１
１
１
１

（
内
線
４
１
１
０
）

問

議場は役場４階にあります

「
請
願
」
「
陳
情
」
は
国
や
地

方
公
共
団
体
な
ど
の
公
共
機
関

に
対
す
る
要
望
を
議
会
に
訴
え

る
手
段
の
こ
と
で
す
。

「
請
願
」
と
「
陳
情
」
で
は

提
出
の
方
法
や
取
り
扱
い
が
異

な
り
ま
す
。

請
願
・
陳
情
は

ど
な
た
で
も
提
出
で
き
ま
す

※
そ
の
他
、
詳
し
く
は
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
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去
る
、
１
月
23
日
に
実
施
し
た
議
員
研
修
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
町
内
の
西
山
工
業
団
地
に
立
地
す
る
株
式
会
社
エ
フ
ピ
コ
関
東
リ
サ

イ
ク
ル
工
場
に
お
い
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
施
設

や
リ
サ
イ
ク
ル
の
工
程
を
視
察
し
ま
し
た
。
株
式
会
社
エ
フ
ピ
コ
で
は
、
食

品
ト
レ
ー
の
製
造
な
ど
を
主
に
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
関
東
リ
サ
イ
ク
ル
工

場
で
は
、
特
に
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
の
食
品
ト
レ
ー
や
透
明
容
器
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
「
ト
レ
ー
ｔ
ｏ
ト
レ
ー
」

や
「
ボ
ト
ル
ｔ
ｏ
ト
レ
ー
」
な
ど
、
リ
サ
イ
ク
ル
原
料
か
ら
食
品
ト
レ
ー
を

製
造
す
る
「
循
環
型
リ
サ
イ
ク
ル
」
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
Ｃ
Ｏ

排
出
量

の
抑
制
や
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
経
営
な
ど
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
お
り
ま
し
た
。

次
に
、
古
河
市
に
立
地
す
る
株
式
会
社
坂
東
太
郎
本
部
に
お
い
て
、
当
町

の
出
身
で
あ
る
代
表
取
締
役
会
長
の
青
谷
洋
治
氏
か
ら
、
株
式
会
社
坂
東
太

郎
や
青
谷
氏
が
行
う
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
創
業
当
時

か
ら
バ
ブ
ル
期
ま
で
、
各
社
は
商
品
や
物
の
開
発
な
ど
に
力
を
入
れ
て
き
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
人
財
を
育
成
す
る
こ
と
が
会
社
を
発
展
さ
せ
る
こ
と

に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
と
の
話
で
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
古
河
市
内
の
北
利
根
工
業
団
地
に
立
地
す
る
株
式
会
社
関
商
店
茨

城
工
場
に
お
い
て
、
企
業
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
工
場
内
に
お
い

て
施
設
や
製
品
の
製
造
工
程
を
視
察
し
ま
し
た
。
株
式
会
社
関
商
店
で
は
、

産
業
廃
棄
物
の
処
理
を
行
う
一
方
で
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
古
紙
を
原
料
に

Ｒ
Ｐ
Ｆ
と
呼
ば
れ
る
固
形
燃
料
の
製
造
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
廃
棄
物
の
処

理
を
行
い
な
が
ら
、
石
炭
の
代
替
燃
料
と
な
る
固
形
燃
料
を
製
造
し
、
な
お

か
つ
、
Ｃ
Ｏ

の
排
出
削
減
に
な
る
と
い
う
画
期
的
な
内
容
で
あ
り
、
ま
た
、

Ｒ
Ｐ
Ｆ
の
需
要
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
環
境
に
配
慮
さ

れ
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
事
業
で
あ
る
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。

以
上
が
議
員
研
修
の
概
要
で
あ
り
ま
す
。
結
び
に
あ
た
り
、
時
間
を
割
い

て
視
察
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
対
し
お
礼
を
申
し

上
げ
、
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
１
月
23
日
に
議
員
研
修
を
行
い
ま
し
た
◇

株
式
会
社
坂
東
太
郎
本
社
に
て
、
代
表
取
締
役
青
谷

洋
治
氏
と
議
員
ら

株式会社関商店茨城工場にて 株式会社エフピコにて

²

²
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令和４年度   八千代町総合表彰式
３月 24 日、町の発展に多大な貢献をされた方を表彰する八千代町総合表彰式が中央公民館大ホールで行

われました。今回表彰されたのは、表彰と感謝の部を合わせて 171 人４社です。（敬称略・順不同）

《表彰の部》
【行政区長】
村松道夫（仁江戸東）坂従実（苅
橋）中山定（沼森）濵名進（貝谷）
中山靜夫（本郷）青木良夫（東
蕗田）坂野正美（福岡）爲我井
三郎（佐野西）髙嶋芳雄（瀬戸
井）中山誠（前田）山﨑幸一（菅
谷西）飯島英男（西大山）河口
智（平塚新田）塚田清（久下田）
古澤栄（新井）中久喜春樹（高崎）
荒木哲也（大渡戸）山中康雄（大
里）塚越栄一（小屋）

【行政副区長】
河口彰（平塚新田）

【消防団長】
小菅康司（高野）

【統計調査員】
藤木毅（栗山）篠山行雄（東蕗田）

【学校歯科医、新型コロナワクチ
ン接種協力】
秋田浩行（秋田歯科医院）

【新型コロナワクチン接種協力】
医療法人社団カリタス 菊山医院
医療法人八千代会 八千代病院
茨城西南医療センター病院附属
八千代診療所　医療法人塩浜会 
佐々木整形外科　内海歯科医院
大久保歯科医院　簡野歯科医院
為我井歯科医院　野村歯科医院 
ひまわり歯科医院　たけの調剤
薬局　よつば薬局　さくら薬局 
やちよ調剤薬局

【民生委員児童委員】
渡邊あつ子（今里）小林清（伊
勢山）宮田まき（若）髙野尚子

（仁江戸東）岩坂八重子（川尻）
生井善秋（仲坪）小野里治美（瀬
戸井）山田武夫（菅谷西）大林
啓子（栗山）飯島孜朗（佐野東）
爲我井京子（佐野西）爲我井勇（西
大山）生井照雄（水口）羽鳥幸
子（松本）川田恵子（久下田）

【県猟友会鬼怒支部八千代分会長】
石川淳（沼森）

【スポーツ推進委員長】
阿久津勉（水口）

《感謝の部》
【行政区長】
髙野秀夫（仁江戸西）中川忠之（粟
野）生井和巳（片角）古沢豊（中野）
大山正史（東大山）赤塚源祐（太
田）小島高司（若）岡田昭夫（川
尻）鈴木啓司（今里）谷田部裕（蕗
田）坂從康雄（新地）岡本隆夫

（栗山）湯本義己（栗山）秋葉昌
延（尾崎）堤進（大間木）小川
久夫（芦ケ谷新田）秋葉康雄（舟
戸）髙橋冨士男（山ノ神）染野
守（神山）佐藤愼治（磯）金子
博（村貫東）内海秀貴（村貫西）
渡辺敏光（兵庫沼端）上野林作（伊
勢山）安田忠司（塩本）菊義光（粕
礼）野口真起（前山）宮本敏行（松
山）宮本忠雄（天王木番田）高
塚孝二（築越六軒）大柳浩一（二
ツ釜）中山茂（袋）大久保昭司（野
爪）野村浩（坪井）

【行政副区長】
中島晴夫（仁江戸東）髙野守（仁
江戸西）中川昇（粟野）中島薫（片
角）稲葉利助（中野）倉持次男（東
大山）赤塚一男（太田）吉村修（若）
小竹勝馬（沼森）増渕武志（川尻）
長瀬晴男（今里）清水孝造（蕗田）
青木和男（東蕗田）中嶋一男（新
地）小川武夫（尾崎）関永友弘

（大間木）岩本嗣夫（芦ケ谷新田）
大久保文雄（舟戸）金子重敏（山
ノ神）大里一男（神山）岩坂誠
一（磯）内海憲（村貫東）相澤
義夫（村貫西）西村秀司（佐野
東）生井光男（瀬戸井上）小野
里清（瀬戸井下）岩田信廣（伊
勢山）小川良治（塩本）照内久

（下山川）小田昇（粕礼）野口彰
（前山）大柳和夫（松山）大里仁
一（天王木番田）石垣康意（築
越六軒）大里恒夫（二ツ釜）松
村勝司（道前六保）北野孝（水口）
水垣英夫（松本）中山晴夫（袋）
湯本幸弥（野爪）宮田一司（坪井）
彼ノ矢健一（大里）

【町初のＪリーガー】
高崎寛之（松本市）

【茨城国体の県代表選手】
金中竜児（高野）

【行政相談委員】
関好太郎（新地）

【民生委員児童委員】
諏訪かね子（苅橋）倉持百合子

（太田）鈴木博子（東蕗田）木村
京子（福岡）寺田惠美子（大間木）
桺田惠子（舟戸）金子さち子（磯）
相澤浪子（村貫西）菊重子（粕礼）
清水実（本田）𠮷田幸子（前山）
石塚きみ子（築越六軒）宮本衛

（二ツ釜）大里功（道前六保）杉
田清子（八町）中莖貞良（高崎）
宮本公江（大渡戸）

【文化協会会長】
篠﨑ひろ子（高野）

【公民館運営審議会委員兼社会教
育委員】
馬場香代子（水口）

【スポーツ推進委員】
内海一弥（村貫西）

【食生活改善推進員】
鈴木博子（粟野）　瀬和美（片角）
中島洋子（粟野）野村のり子（仁
江戸西）宮本惠子（二ツ釜）青
木きよ江（粕礼）渡邊久子（粕礼）
高崎ひさい（下山川）川田洋子（高
野）

【鳥インフルエンザ防疫措置協力】
大久保武（舟戸）柳田守（舟戸）
株式会社クリーン工房

【町へ多額の寄付】
高橋カーテンウォール工業株式
会社　エネグローバル株式会社　
浅川久美子（高崎市）中村芳進（京
都市）宮田守（結城市）

【公共工事施工優秀】
沖電気工業株式会社首都圏営業
部　高塚建設工業株式会社　野
口機設工業株式会社　大里産業
株式会社

鈴木博子（粟野）　瀬和美（片角）




